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配線の損傷部が雨に濡れたことによる漏電
宮古事業所 島田 隆史

損傷した配線が雨に濡れて漏電した事例を紹介し
ます。

〔状況〕
９月中旬、雨模様の午前９時頃、お客さまから「建

物１階が停電した」と電気事故受付センターに連絡
があり出動しました。前日にも同じ１階で停電が発
生し、訪問して絶縁抵抗測定を実施しましたが良好
で、停電も復旧している状態でした。

〔調査〕
15分後にお客さまに到着すると、１階電灯分電盤

の主幹漏電ブレーカーが“漏電表示”で動作してい
ました。すぐに、絶縁抵抗を測定し、コンセント回
路の絶縁不良（0.02メグオーム）を確認しました。
一か月程前に、同じ部屋の未使用コンセントが湿気
により腐食し漏電したことを思い出し、更に追跡調
査を行いました。絶縁不良回路のコンセントカバー
を取外し測定した結果、コンセントから分岐されて
いる回路が絶縁不良と判明しました。

お客さまと一緒に切離した回路を探しましたが、
不良箇所は見つからず、お客さまから「特に支障が
ないようなのでこのままでいいです」とのことから、
その日の対応は終了しました。

翌日、お客さまから「外灯と屋側の冷蔵庫が停まっ
ていたので、他のコンセントから延長コードを使用
して復旧した」との連絡があり再度訪問しました。
昨日の絶縁不良箇所を測定しましたが問題はなく、
再度様子を見ていただくこととし、切離した配線を
復旧しました。

翌週のどしゃ降りの雨の中、お客さまから「１階
電灯分電盤主幹の漏電ブレーカーが動作し停電し
た」との電話連絡がありました。すぐにお客さまを
訪問すると、前回の外灯と屋側の冷蔵庫の回路と判
明しました。冷蔵庫を移動し配線等を点検したとこ
ろ、電源コードに傷があり絶縁不良箇所であること
が判明しました。

〔原因〕
冷蔵庫の電源コードに傷がつき、雨の度に電源

コードが濡れたことで漏電を引き起こしていました。

〔復旧〕
お客さまから冷蔵庫の修理を依頼していただき、

その他に異常がないことを確認し約２時間後に復旧
しました。

なお、お客さまから今回のように漏電したとき、
１階全てが停電しないようにしたいとの要望があり、
電気工事店と協力し、分岐の配線用ブレーカーを漏
電ブレーカーに交換、また、主幹漏電ブレーカーを感
度切替型に交換するご提案をさせていただきました。

〔お客さまの声〕
「何度か停電が起きて困ったし、電気の知識がな

いのでどうすればよいか分からなかったが、解決し
てもらえてよかった」とのお言葉をいただきました。

〔まとめ〕
先入観は電気屋において障害になることと、隠れ

た場所に原因は潜んでいると感じました。分岐回路
の行き先が複雑で探査に苦労したため、今後のこと
も考え分岐回路の漏電ブレーカー化をご提案すると
ともに、お客さまにご了解をいただき、各回路の回
路調査及びコンセントの回路番号表示を行わせてい
ただきました。

回路番号表示を行ったコンセントと分電盤（イメージ）




